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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ICTを活用して、美術科教員養成における写実的デッサンの効率的学修を
実現する自修支援システムの基礎研究を行うことである。
デジタルカメラ、タブレット型端末、ノートPC、液晶ディスプレイ等のICT機器を使用したデッサン実験を行い、被験
者に対してアンケート調査を行った。その結果、タブレット型端末及び液晶ディスプレイの活用によって写実的デッサ
ンの自修を効率的に進められると考えられた。したがって、本研究で試みたICT活用による写実的デッサン自修支援シ
ステムは実現可能であり、美術科教員養成における写実的デッサンの学修に有効であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to use ICT (Information and Communication Technol
ogy) for realistic self-drawing practice at art teacher training colleges. It is usually very difficult to
 show visually and plainly the points which should be corrected via realistic drawing practice. This fact 
provides the background for this research. Another factor is that Japan has attached great importance to t
he use of ICT for college education in recent years.
I performed three experiments on the use of ICT for realistic drawing practice with college students, and 
outlined questionnaires on their opinions. A digital camera, a tablet PC, a notebook PC and a liquid cryst
al display were used in these experiments. Results indicated that the use of ICT was useful for correcting
 realistic self-drawing process. This research showed clearly that an ICT-aided system for realistic self-
drawing practice can be effective for realistic drawing practice at art teacher training colleges.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 写実的表現は、現代美術からは伝統的なも
のとして否定されてきた。しかし、プロダク
ト・デザイン、建築等の実用的分野では、写
実的表現は、心の中に描いたイメージを客観
的に表現し伝達する方法として必要不可欠
であると考えられる。 
 したがって、中学校美術科における写実的
表現の授業は重要なものの一つであり、当然、
その授業担当者を養成する大学・学部で、写
実的表現の基礎となる写実的デッサン力の
育成が必要である。 
写実的表現の基礎となる写実的デッサン
の指導方法は、現状では、（A）指導者が修正
の必要な個所を指し示して言葉で指摘する
方法、（B）指導者が、学修者が描いているデ
ッサン紙上で、修正の必要な個所を実際に修
正して見せる方法の二つに大別されると推
測される。 
 （B）の方法が、修正の必要な個所を目で
明確に確認できるので、学修者にとって理解
しやすい。しかし、指導者が学修者のデッサ
ン紙上で修正して見せたと同時に、学修者が
自らの手で修正する機会は失われてしまう。
結果として、（A）の方法が一般に用いられて
いると推測される。 
 近年、PC、ディスプレイ、ペンタブレット
等の ICT を活用して、初心者を対象とした、
絵画指導者の代わりとなる写実的デッサン
学習支援システムが研究されてきている。し
かし、デッサンの水準という点で、美術科教
員養成大学・学部における写実的デッサンの
学修に即応できる水準には至っていないと
推測される。 
 2012 年 8月、中央教育審議会の答申で、大
学教育の質的転換として「ICT を活用した双
方向型の授業・自修支援や教学システムの整
備など、…充実する」と謳われた。 
平成 10 年の教育職員免許法改正で「教科
に関する科目」が半減されたため、多くの美
術科教員養成大学・学部における写実的デッ
サンの学修時間も半減に近いと推測される。 
そこで、学修者が写実的デッサンを自修す
ることを、ICT の活用によって支援するシス
テムの構築を着想した。 
 
２．研究の目的 
 ICT を活用して、美術科教員養成における
写実的デッサンの効率的学修を実現する自
修支援システムの基礎研究を行う。 
 
３．研究の方法 
 ICT 活用による写実的デッサン自修支援シ
ステムの実現性を検討するため、写実的デッ
サンの学修に活用できると考えられるデジ
タルカメラ、タブレット型端末、ノート PC、
液晶ディスプレイ等のICT機器を使用した写
実的デッサン実験を行い、被験者に対してア
ンケート調査を行う。教員養成学部美術科の
学生を被験者とする。 

４．研究成果 
（1）実験Ⅰ 
①実験方法 
 ICT 機器として、USB 端子付デジタルカメ
ラ、ノート PC、22 型液晶ディスプレイを使
用し、ケーブルで接続した。機器類の配置図
を図 1に示す。被験者 2名。 
図 1の位置 Aから、被験者が描く対象物を、
実験者がデジタルカメラで予め撮影する。 
実験者は、図 1の位置 Bから一定時間（20
分）の間隔でデッサンを、被験者の身体を避
けて、デジタルカメラで斜めから撮影する
（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
歪んだデッサン画像（図 3）を、実験者が
画像編集ソフトで修正する（図 4）。対象物画
像とデッサン画像とを重ね合せた画像を作

図 1：実験Ⅰにおける ICT 機器類の配置図 

図 2斜めからのデッサン撮影 

図 4：修正画像 

図 5：重ね合せ画像 

図 3：歪んだ画像 



成し（図 5）、ディスプレイに表示する。被験
者は、ディスプレイの画像を参照しながら、
必要な修正を行う（図 6）。実験終了後、被験
者に対してアンケート調査を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②実験結果 
 ICT 活用の方法によって、形がかなり修正
された例（被験者 Ta）を図 7に示す。対象物
画像とデッサン画像との重ね合せは、実験者
がデッサンに合わせて対象物画像の拡大縮
小を重ね合わせた。 
 表 1 は、実験開始後 70 分以降におけるデ
ィスプレイ画像の参照回数及び時間をまと
めたものである。合計参照回数が Ta＝79 回
に対して Tb＝45 回であり、単位時間あたり
の参照回数も Ta＝3.4 回／分に対して Tb＝
1.2 回／分であったことから、被験者 Ta が被
験者 Tb よりも ICT 活用の方法を数多く利用
した結果、形をかなり修正できたと推測され
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
実験者が歪んだデッサン画像を修正する
ために要した時間の平均は 11分 44秒であっ
た。一因として、デッサン画像に合せて、実
験者が対象物画像の拡大縮小を行う必要が
あったことが考えられた。実験Ⅱでは、被験
者が、構図を想定して対象物を撮影すること
とした。 
被験者に対してアンケート調査を行った
結果、ICT 活用の方法によるデッサンが可能
であると推測された（表 2）。表 3から、実験
Ⅱでは、ディスプレイ 22 型ディスプレイよ
りも大きい液晶ディスプレイを使用するこ
ととした。 
 
 
（2）実験Ⅱ 
①実験方法 
 ICT 機器として、iPad mini、ノート PC、
27 型液晶ディスプレイを使用し、ワイヤレス
で接続した。iPad mini からノート PC への画
像送信には、Apple 社のクラウドサービス
iCloud を利用した。機器類の配置図を図 8に
示す。被験者 8名。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
対象物及びデッサンの撮影を被験者が行
うこととし、その撮影に iPad mini のカメラ
を使用した。デッサン画像の編集に、iPad 
mini に台形自動補正アプリ（キングジム社
SHOT NOTE）をインストールして利用した。 
被験者は、構図を想定して対象物を iPad 
mini のカメラで撮影する（図 9）。被験者が
撮影した対象物画像を、実験者がノート PC
で編集する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6：ディスプレイの画像を参照する様子 

表 1：実験Ⅰの画像参照の合計回数及び合計時間 

表 2：実験Ⅰのアンケート調査結果（1/2） 

図 7：実験Ⅰのデッサン結果例（被験者 Ta） 

表 3：実験Ⅰのアンケート調査結果（2/2） 

図 8：実験Ⅱにおける ICT 機器類の配置図 

図 9：iPad mini による対象物の撮影 



被験者自ら iPad mini の台形自動補正アプ
リを利用してデッサンを撮影する（図 10）。
台形自動補正アプリの操作は実験者が行う。 
実験者が、デッサン画像をノート PC で編
集して、対象物画像とデッサン画像とを並置
させた画像、及び、重ね合せた画像をディス
プレイに表示する。被験者は、順次、並置画
像及び重ね合せ画像を参照しながら、必要な
修正を行う（図 11）。実験終了後、被験者に
対してアンケート調査を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②実験結果 
 ICT 活用の方法によって、形がかなり修正
された例として、被験者 T2 のデッサンを図
12 に、T7 のデッサンを図 13 に示す。 
表 4は、画像の参照回数及び時間をまとめ
たものである。被験者 T3 の単位時間あたり
画像参照回数は 1.5 回／分で、被験者 8名の
平均 3.8 回／分の 40%以下である。従来の方
法によるデッサンで形がかなりとれていた
ので、ICT 活用の方法を利用する必要があま
りなかったと推測された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 14 は、実験開始後に対象物を再撮影した
被験者 T1 と T5 を除いて、実験開始後 30 分
～150 分におけるデッサン画像参照回数（10
分間）の経時変化をまとめたものである。被
験者 T6 を除く 5 名で、画像参照回数が経時
的に減少する傾向にある。被験者 T4と T7 で
は、実験開始後 30 分の画像参照によって形
の修正がかなり進んだと推測された。 
実験者が歪んだデッサン画像を修正するた
めに要した時間の平均は 9 分 8 秒であった。
実験Ⅰよりも 2 分 36 秒速く行うことができ
た一因として、台形自動補正アプリの利用が
あると推測された。 
被験者に対してアンケート調査を行った
結果、ICT 活用の方法はデッサンしやすいと
考えられた（表 5）。形のとりやすさでは重ね
合せ画像が有効であるが、明暗の調子のとり
やすさでは、どちらかといえば並置画像が有
効であると考えられた（表 6）。したがって、
重ね合せ画像と並置画像の両方を利用する
ことが望ましいと考えられた。 

図 10：iPad mini による対象物の撮影 

図 11：ディスプレイの画像を参照する様子 

図 12：実験Ⅱのデッサン結果例（被験者 T2） 

図 13：実験Ⅱのデッサン結果例（被験者 T7） 

表 4：実験Ⅱの画像参照の合計回数及び合計時間 

図 14：実験Ⅱの画像参照回数の経時変化 



表 7 の A 欄から、ICT 活用の方法によるデッ
サンが肯定的に受け入れられたと考えられ
た。「他の人が手を加えることなく自分で修
正できるところがとても良い」とあることか
ら、自修に適すると推測される。 
表 7の B欄に「対象物を撮影した後、その
画像をしばらく見られなかったので、それま
での時間どのように描くか戸惑った」とある
ことから、構図を想定して自ら撮影した対象
物の画像を、学修者が適宜 iPad mini で確認
できることが望ましいと考えられた。 
従来の方法によるデッサンでは、初めに想
定した構図を記憶に留めておく、あるいは、
ラフスケッチを描いておく以外に確認する
手立てはないと推測される。 
 したがって、学修者が、想定した構図に基
づいて対象物を iPad mini で撮影しておくと、
適宜、構図を確認できるので、写実的デッサ
ンの学修に有効であると考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実験Ⅰ及びⅡのデッサン結果から、被験者 10
名中 7 名のデッサンで、ICT 活用によって形
が修正されたと判断された。 
実験Ⅰ及びⅡのアンケート調査結果から、
回答者数 10名中 10名が ICT活用の方法によ
るデッサンに対して肯定的であった。したが
って、写実的デッサンの学修に ICT を活用す
ることは有効であると考えられた。 
 
 
（3）実験Ⅲ 
 ①デッサン学修用アプリ制作 
 実験Ⅰ及びⅡで実験者が操作したノート
PC の機能を iPad mini に移して、学修者が
iPad mini を操作するだけで写実的デッサン
の学修を行うことができれば、デッサン学修
をより効率的に進められると考えられる。 

図 15 は、委託制作して、iPad mini にイン
ストールしたデッサン学修用アプリの初期
画面である。アプリの機能を以下に示す。 
〔1〕被験者が、構図を想定して、デッサン
紙の縦横比に合せた画枠内に、対象物を
撮影する。この対象物画像を保存する。 
〔2〕被験者が、デッサン紙の縦横比に合せ
た画枠内に、デッサン紙を撮影する。こ
のデッサン画像を保存する。 
〔3〕デッサン画像のコントラストを上げて
赤系の色に変更した後、対象物画像に重
ね合せた画像を保存する。 
〔4〕対象物画像、デッサン画像、及び、〔3〕
の重ね合せ画像を並置表示する。 
iPad mini の画面は Apple TV を介して液晶
ディスプレイに表示される。委託制作経費・
期間等の制約のため、台形自動補正の機能を
除外した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②実験方法 
ICT 機器として、iPad mini、Apple TV、無
線ルーター、27 型液晶ディスプレイを使用し
た。機器類の配置図を図 15 に示す。被験者 4
名。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
被験者が iPad mini のデッサン学修用アプ
リを起動し、想定した構図に基づいて対象物
を撮影する（図 16）。被験者が自らの判断で、
適宜アプリを起動してデッサンを撮影し、デ

表 7：実験Ⅱのアンケート調査結果（一部）（3/3） 

表 6：実験Ⅱのアンケート調査結果（2/3） 

表 5：実験Ⅱのアンケート調査結果（1/3） 

図 15：デッサン学修用アプリの初期画面 

図 15：実験Ⅲにおける ICT 機器類の配置図 

図 16：iPad mini による対象物の撮影 



ィスプレイの画像を参照して必要な修正を
行う（図 17）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③実験結果 
重ね合せ画像を参照する時や構図を確認
する時、液晶ディスプレイの画像を利用する
（図 18）だけでなく、iPad mini の画像自体
を利用する場面も見られた（図 19）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
被験者に対するアンケート調査を行った
結果、デッサン学修用アプリは操作しやすい
と推測された（表 8）。デッサンの撮影はどち
らかといえばしにくいと推測された（表 9）。 
したがって、制作したデッサン学修用アプ
リは有用であるが、デッサンの撮影時に台形
自動補正のアプリ、または、自由な位置で
iPad mini を固定できる台を利用することが
できれば、学修者の負担が軽減されると考え
られた。iPad mini を固定できる台は対象物
の撮影にも有用である。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（4）総括 
 ICT 活用による写実的デッサン自修支援シ
ステムの実現性を検討するため、ICT 機器を
使用したデッサン実験を行い、被験者に対し
てアンケート調査を行った。被験者は教員養
成学部美術科の学生、計 14 名である。 
その結果、タブレット型端末及び液晶ディ
スプレイの活用によって、写実的デッサンの
自修を効率的に進められると考えられた。学
修者が、構図を想定して、タブレット型端末
で対象物を撮影することも、適宜、構図を確
認することができるので、デッサンの学修に
有効であると考えられた。したがって、本研
究で試みたICT活用による写実的デッサン自
修支援システムは実現可能であり、美術科教
員養成における写実的デッサンの学修に有
効であると考えられた。 
デッサンの撮影時に台形自動補正の機能
を利用することができれば、学修者の負担が
軽減されると考えられた。タブレット型端末
を固定できる台を利用することができれば、
対象物の撮影時に、学修者の負担が軽減され
ると考えられた。 
ICT活用による写実的デッサン自修支援シ
ステムが実用化されれば、美術科教員養成に
おける写実的デッサン学修の効率向上に貢献
できると考えられる。 
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図 17：iPad mini によるデッサンの撮影 

図 18：ディスプレイの画像を参照する様子 

図 19：iPad mini の画像を参照する様子 

表 8：実験Ⅲのアンケート調査結果（1/2） 

表 9：実験Ⅲのアンケート調査結果（2/2） 


